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被災者のマナー

被災後の生活と治安

避難者の節度あるふるまい
海外からの称賛
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被災者のマナー
 

2
被災時の混乱と助け合い

自発的な助け合い
犯罪抑制傾向

3ヵ月後緊急報告会



3月13日(日)
ご近所のN井さんからの差し入れ・・・水（ポリタンク）、ご飯、お茶、

 ヨーグルト、梅干し、りんご、野菜ジュース
ご近所のI川さんからの差し入れ・・・鮭、みかん、りんご、バナナ、

 味噌汁、乾パン、お漬け物

3月15日(火)
ご近所のN井さんより、食品館イトーが開店しているとの情報。

 行ってみたら長蛇の列。２時間並ぶ。・・・（略）・・・普段どこの店舗
 でもなかなかない位の底値に、お店の思いやりを強く感じる。

I山さんの日記より

I垣さんの日記より 3/13



認知件数 増減 増減率

刑法犯計 3350 ‐302 ‐8.3

凶悪犯 21 2 10.5

粗暴犯 139 ‐13 ‐8.6

窃盗犯 2577 ‐87 ‐3.3

知能犯 100 ‐121 ‐54.8

風俗犯 21 ‐14 ‐40.0

その他 492 ‐69 ‐12.3

宮城県警HP http://www.police.pref.miyagi.jp/hp/sikei/chian.html

仙台市内1～4月の治安情勢・前年との比較



1.犯罪傾向の被災程度による比較

2.被災時の変化をどう感じたか

3.節度あるふるまいの元は何か

本日，6ヵ月後報告会の内容



1.犯罪傾向の被災程度による比較



重要犯罪・窃盗犯（東北６県）
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福島で41％増
 他は減
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侵入盗（東北６県）
福島第一原子力発電所２０キロ圏内で確認された侵入盗被害：前年同期の

 27倍の722件。8/末，警察庁まとめ

 
読売新聞2011-9-11
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「阪神淡路大震災では，震災後にもかかわらず比較的犯
 罪が少なかったという意見について，あなた自身はどう

 思いますか」
 
（被災地区の自治会長569名の回答）
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該当者
 

[％]

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

阪神淡路大震災における治安感情

斉藤豊治 (2002). 『刑法雑誌』42巻
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[

％]

阪神淡路大震災における治安維持の原因



2.被災時の変化をどう感じたか



宮城県の大学生・市民講座の聴講生162名に質問

「震災時，ふだんと違うと感じた体験を教えて下さい」

計515個の回答を分類
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大変な思いをしながらも，積極的な側面に
目を向けていた。



3.節度あるふるまいの元は何か



被災地域学生107名のアンケート

自身の被災程度とボランティア活動
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友人の被災程度と情報の助け合い
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友人の被災程度と食料の助け合い
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非常時には違反に甘くなる
日常のマナー意識が高い⇒違反に厳しい

0

日常のマナー意識と違反への態度

被災地域学生92名に実験



自ら被災しながらもボランティア
被災の程度が少ないほうが高い実施率

友人の被災が助け合いのきっかけに
⇒思いやりの発端は身近なところに

非常時は規則を割り引いて考える
しかし非常時にも日常のマナーが反映



被災時のマナー

日常生活のマナー

思いやり

安全

助け合い
非常時だけど

非常時だからこそ

まとめ
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